
平成３０年１０月１日規程第４１号 

 

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院及び東病院の病院⾧選考規程 

 

（目的） 

第１条 国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院及び東病院病院⾧候補者の選考

等に関し、必要な事項を定める。 

 

（特定機能病院の管理者の資質及び能力に関する基準） 

第２条 医療法施行規則第７条の２の２に規定する特定機能病院の管理者の資質及び能力

に関する基準については、次のとおりとする。 

（１）病院において、以下のいずれかの業務に従事した経験を有し、医療安全管理に関す

る十分な知見を有するとともに、患者安全を第一に考える姿勢及び指導力を有してい

ること 

 ア 医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者の業務 

 イ 医療安全管理員会の構成員としての業務 

 ウ 医療安全管理部門における業務 

 エ その他上記に準じる業務 

（２）当該病院内外において組織管理経験があり、高度の医療の提供、開発及び評価等を

行う特定機能病院の管理運営上必要な資質及び能力を有していること 

（３）中央病院及び東病院の理念及び基本方針を十分に理解し、高い使命感を持って継続

的かつ確実に職務を遂行する姿勢と指導力を有していること 

２ 前項の基準は公表するものとする。 

 

（特定機能病院の管理者を選考するための合議体） 

第３条 医療法第１０条の２第２項に規定する特定機能病院の管理者となる者を選考する

ための合議体として、病院⾧候補者選考委員会（以下「選考委員会」という。）を設け

て審議を行う。 

２ 選考委員会の運営は次のとおりとする。 

（１）選考委員会の委員は、理事会で選定の上、理事⾧が指名するものとする（理事⾧は

委員の一人とする。）。 

（２）委員の数は５人以上とし、委員のうち複数名は中央病院及び東病院と特別な関係が

ある者（医療法施行規則第７条の３第２項に掲げる条件を満たす者）以外の者から選

任する。 

（３）委員は病院運営に関し十分な知見を有する者を選定する。 

（４）選考委員会に委員⾧を置き、委員のうち理事⾧をもって充てる。 

（５）選考委員会は委員⾧が招集する。 

（６）選考委員会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立し、出席委員の多数決をも



って決することとする。可否同数の場合は委員⾧の決するところによる。 

（７）選考委員会が必要を認めたときは、委員以外の者を出席させ、その者の意見を聴く

ことができる。 

３ 選考委員会の委員を指名した場合は、委員の経歴を記載した名簿及び委員の選定理由

を公表するものとする。 

４ 選考委員会での選考は、原則として公募により行うこととし、病院⾧候補者として適

任者を選考の上、理事⾧に推薦する。 

５ 選考委員会の選考を踏まえて中央病院及び東病院の病院⾧の任命を行った場合は、選

考結果、選考過程及び選考理由を遅滞なく公表するものとする。 

６ その他、選考に関し必要な事項は選考委員会で定めるものとする。 

 

（事務） 

第４条 選考委員会の事務は、人事部において処理する。 

 

附 則 

 

（施行期日） 

この規程は、平成３０年１０月１日から施行する。 

 

附 則（令和４年規程第９５号） 

 

（施行期日） 

この規程は、令和４年１２月１９日から施行する。 

 

附 則（令和５年規程第７３－４号） 

 

（施行期日） 
 この規程は、令和５年１０月１２日から施行する。 


